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このたびは、お買い上げいただを、まことに 
ありびと5ございました。 

ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよく 
お読みのラえ、ご家族全員で安全に正しくお 
使い < ださい。 

お読みになった後、「保証書」ととをに大切に 
保管し、必要なときにお役立てください。 
保証書は r お買い上げ曰-販売店名」などの記 
入を必ず確かめ、販売店か5お受け取りくだ 
さし、。 
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お手入れ•保管•その他 


使いかた 


お使いになる前に 


C 正しく使って上手に節約 J 











■お守りいただく内容の種類を、巧の絵 
表示で区分し、説明していまず。 


安全上のごま意 しがずお守りください 



お使いになる人や他の人への危害、財産 
への損害を未然に防止するため、必ずお 
巧りいただくことを、次のよラに説明し 
ていまず。 

■表示内容を無視して誤つた使い方をし 
たときに生じるを害や損害の程度を、 
次の表示で区分し、説明していまず。 


この表示の欄は、「死こまた 
么警ちは重傷など始ぅ巧制まが 
想定される」内容です。 


A ま意 


この表ちの欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損害の 
みび発生する可能性げ想を 
される」内容です。 


A 警告 


■長時間、同じ部位を暖め 
ない 


0 


比較的低い温度でち長時間皮膚 
の同じ場所を暖めていると低温 
やけどのおそれびあ0ます。 


I 次のような方がお使いの 
ときは、特に注意する 


〇 


乳幼児や自がで温度 
調節でさないちなど 


やけどをおこすおそれびあります。 

































































ち全上のご注意 (必ずお守りください 
A 警告 A ま意 



A 警告 





















A を意 



安全上のご注意 し必ずお守りください 


A を意 






















使用上のお願い 


■スピーカーや電磁調理器など 
礎気のあるちのに近づけない 

フ□ートび誤作動し、給水を正し<お 
知らせでさないことびあ0ます。 

■加湿湿風吹出口や11^口、湿度 
センサーをふさびない、直射曰 
巧の当たるところに置かない 

本体の故障や変形-変質-性能低下の 
原因にな0ます。 


■安定した、平目なところに置く 

水びこぼれないようにするためです。 

■吸気 フイルターは 1週間に1 
回程度お手入れずる 

巧れびひどくなるとヒーターオフ機能 
びはた日さ、運転び停止します。 

(8 ぺージ参照） 


■ガードに無理な力を力 a えない 

変形する場合があります。 


■給水タンクには公ず水道が（飲用）を入れる 

使えない水 

- 40で iU 上の水、化学囊品、汚れた水、芳香剤や洗剤を入れた水など 
(本体の変おや故障の原因になるおそれびあります） 

•浄水器の水、アルカリイオン水、ミネラルウオーター、井戸水など 
(かびや雜菌び繁殖する原因になるおそれびあります） 


—般に水道水は塩素処理びされており、雑菌び繁殖しにくいためです。使用される 
水び井戸水（飲風しかないときは、トレー巧のお手入れ回数を増やしてください< 


知っておいていただをたいこと 

♦使用中、電源コードび熱くなりまずが、故障ではありません。 

♦この製品は水を沸騰させない加熱気化式なので、加湿時湯気（蒸気）は見えません。 


お使 S になる一刖に 
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お巧3になる1刖に 
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操作部 


na 

入— 


運転つまみ 

入：運転を開始します 
切：停止します 


II ： 


汪酣 


お手入れ表示- 

点灯：加湿運転時、約2週 
間たちまずと、お手 
入れランプび点丹し、 
お手入れの時期をお 
知らせしまず 
• お手入れ方法は20ペー 
ジ参照 


パネル暖房切換えつまみ 

-暖房切換え (1000 W - 
7己 OW ■ 曰00 W ■ 250 W ) 
-時計*タイマー時刻セツ 
卜に使巧します 
• 時刻設定時は回して押し 
まず 


自曲通転~ 
加巧巧巧（強> 
扣通扭巧（巧> 

，巧 n 19 

W の•己曰. 
PM i 日•日日 


バネル巧屏切換え 


自動運転 


巧11をは (3 か*レ） 

細湿お房（強) 


リ Q 湿暖房(弱) 


おを入れ化ット (3 校巧し} 


タイ7 


チヤイルド□ブクロり化） 


チャイルド□ック表示 

デジタル表ち：現在時刻を表ち- エラー 表示 
(異常報知表示） 

パネル暖房；ワット表示 


自動運転表示 
加湿暖房（強）表示 
加ミ S 暖房（弱）表示 

入.切タイマー時間を表示 
給水表示 

給水タンクび空になると「ピーピー」 
と已回音が鳴り給水表示び点口します 


運乾ランプ 

ノでネル暖房切換えつまみ上部び光りま 
す 

自動運転ボタン ~1 

3砂間長押しすると 
時刻合わせにな0ま 
す 


加湿度房(強)ポタン 

加湿暖房(弱)ポタン 

3秒間長巧しすると 
ち手入和を消灯し 
ます 

タイマーボタン 

3秒間長押しずると 
チャイルド□ックに 
なります 


お好みの運転を 
セツトしたとさ 
にボタン上部び 
光りまず 


お使いになる前に 
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お使いになる前に 
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♦本体ガードを下にして静かに包装箱の上に置いてください 
※ガードに無理な力を加无ないで<ださい。 
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キヤスターを本体にセツトずる 

♦キヤスターの取り付け巧を本体背面と底面 
の取り付け巧に合わせてください。 



〇キャ スターを 本体にねじ 
〇止めずる 

•キャスターをキャスター取付用ねじで本体 
背面と底面に締め付け、確実に取り付けて 
<ださい。（左ち各2か所） 
♦マイナスドライバーで締めるとさは、締め 
すざないよラにご注意ください。 



本体を静かに起こず 


♦本体を両手でしっかり支え、静かに起こし 
て < ださい。 

♦キャスター（後輪）は工場出荷時□ックさ 
れていまずので、解除してください。 
♦キヤスターびスムーズに動くか確認してか 
ら移動させてください。 

♦ご使用時は、キヤスターを□ックしてください。 
※本体を移動させる時はキヤスターの□ック 
を解除してください。 



設置のしかた 


壁や燃えやすいもの（可燃物）か5下図の寸法政上離してお使いください。 
ただし、左ち面のどちらか一方は、 ▲ . ±1 n 。 け,. 

暨や障害物で囲まれていない開放 厂广一_一_ T 上の uOcmW ± 

空間(ししてくたさい。 / Hn>ii 11 ^つ所 


側方各 20 cmlU 上 ♦ 



を方 20 cm な上 


前方 SOcmlU 上 

♦本体下部の吹出口や背面の吸気□を/をさがないようにしてください。 
本体が過熱して安全装置び作動し、通電び停止ずることげあります。 


消防法基華適合 
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お使 S になる前に 
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時計の合わせかた 

運転つまみが®のが態で時刻設定してくださし、。 


自動運転 

を3秒間押ず 

時巧合せ(3» 押し） 

•デジタル表示の設定時刻び点滅。 
• 「ピッ」と音び鳴りますび、 

3 秒間長押しすると、時刻合わせ 
でさまず。 



最初田！10時日0分になり、 
「己」と田 n び点滅しまず 


〇パネル暖房切換えつまみを回し、時刻を合わせる 


時計を進めるとをはちへ回し、 

もどすときは左へ回します。 

参「時」を合わせる 

1. つまみを回して数字を合わせる 

2. つまみを押してミ央定する 

•「分」を合わせる 


〈現在の時刻び 
午後3時30分の場合〉 



1.つまみを回して数字を合わせる 
各つまみを巧して決定する 


•デジタル表示び点抑こ変わり、 
コ□ンが点滅し、時計び動を 
ます。 



^2.パネル暖房切換え 
—四 ']つまみを巧して 

]•— in 決定する 


fc 測 Bia 

•電源プラグを披<と、再度時計の時刻合わせをやりなおす必要があります。 
♦夜中の12時の場合、表示は 江日日でず。 
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使いかた 

パネル暖房で使う 

•パネル暖房時は温風は吹出□から出ません。 

♦パネル暖房で運転する場合は給水しなくても使用できます。 

電源プラグを差し込みまず 

1運おつまみを S 1 にする 

•運転ランプが点灯しパネル暖房を始めまず 


2 パネル暖房切換えつまみをまね パネル暖房のヮット表ちが切換わります。 

してお好みのワット数を選ぶ 

4 段階で設定でをまず。 

ちにまわずとワット数が増えます 
左にまわずとワット数が減日まず 



〇運転を止めるとを 

運転つまみを巧のにする 


自動運転で使う 


電源プラグを差し込みまず 
1 運輯つまみを®にする 

•運乾ランプび点灯しパネ J レ暖房を始めまず 



自動運馬 


時刻合せ (3 技巧し） 


を巧ず 


センサーで、お部屋の温度と湿度をチェックし、 〜約1〇ぃ 

自動的に加湿フアンの「入」 r 切 J 運転をおこな 一巴 ^ 

い、湿度をコントロールずる運起をしまず。 約 18 で〜約 24 で約 55% 

参同じ室内でわ場所により湿度が異なります。 約 24 で〜 約日 0% 

また他の湿度計と差が出ることびありまず。 

•湿度は目巧です。（湿度計の表示と差び出ることがあります） 

春パネル暖房に切り換える場含は、現在運乾中のボタンを巧して取り消すとパネル 
暖房運転に切り換えることびできます。 


74 








加湿暖房で使う 


電源プラグを差し込みます 


2 


運輯つまみをにする 


加湿暖房(強）：*:+加湿暖房(謂) 

n 、、み/〇み尼二三 


を押ず 

•お部屋の湿度に関係なく連続 
加湿運転をします。 

•環境により加湿温風が出るま 
で己分程度かかりまず。 


乂-コ 

切ゴ 


ノはル 

ヒータ— 


フアン 


加湿量 


加湿暖房 2 ム 50 Hz / 60 Hz 
—( 強）_ 日日 0 W _強 _ 300 ml / h /320 ml/h 

加ミ! f 房目 OOW 弱 50 Hz /60 Hz 

觸） 羽 150 ml / h /160 ml/h 


給水表示が点!なしたときは 

給水タンクの水びなくなると 

♦ 「ピッピッ」と音び日回鳴り、^ 1 び点灯し、加湿暖房運転は自動的に停止します。 
(ノ くネル暖房運乾に変わります） 

再運乾ずるときは 
1運捉つまみを度のにずる 


〇給水タンクに水を給水し、本体にセットずる （12 ページ参照） 

参しばらくすると^ 1 が消なしまず。 

〇お巧みの暖房運転に設定してご使用ください 

細! laa 加湿暖房運転のめやず 

•加湿暖房（強）運馬：約 S 時間の加湿運転でさます。 

•加湿暖房（弱）運転：約16時間の加湿運転でさます。 

-連続運転時間は加湿トレーに水び入っている状態で満水の給水タンクをわットした 
場含の時間です。 

•室内の温度、湿度によって時間は変わります。 


使いかた 
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使いかた 

入タイマー予約のしかた 

あ6かじめお部屋を暖めておきたいときにご使用くださし、。 
1現在の時刻を確認する （13 ぺージ参照） 


現在の時刻を表示していないとをはタイマー予約でをません。 


^運乾つまみを®にずる 


•運乾つまみびになっていないとタイマー予約び 
でをません。 


乂-コ 

切 J 

♦ 

一— In / 


〇お好みの運転を選ぶ 


例：自動運転の場合は自動運転ボタンを押ず: 


タイマ 


チサイルド□ックロ 9#レ) 


を1回押し予約 I 入 I に合わせる 


己 


パネル暖房切換えつまみを回し、時刻を合わせる 


時計を進めるとをはちへ回し、 

ちどすときは左へ回しまず。 

•「時」を合わせる 

1. パネル暖房切換えつまみを 
回して「時」を合わせる 

2. パネル暖房切換えつまみを 
押して決定する 


<設定したい時刻が午前6時20分の場合> 

I 予的 ^* "IS I I 、 I 予約 

と□石□け w 召を d 叶 M ら石 d 


パネル暖房切換え 
つまみを巧して 
決定する 


>「分」を合わせる 

1. パネル暖房切換えつまみを & 
回して「分」を合わせる 

2. パネル暖房切換えつまみを 
押して決定する 

(タイマーの設定時間は10分単位です) 


肥け am 己別け*" &5日1 


パネル暖房切換え 
つまみを巧して 
ミ夫定する 


•タイマー時刻ミ夫定後、表示画面び暗くなり自動停止します。 

•予約時刻を変更したい場合は運転つまみを「切」にしたあと、2の手順から再度 
設定し直して < ださい。 
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切タイマー予約のしかた 

おやすみのときなど、暖房を自動的に停止させたいとをにご使用ください。 
1現在の時刻を確認ずる （13 ぺージ参照） 

I T 日化ホ ll ' fc ■ホニ I ア！ ' L+rl 、し主1-^>^» ノ ー7 夕生ホー/ 


現在の時刻を表示していないとさはタイマー予約でさません, 


^運転つまみを0にずる 


•運転つまみび I 入 I になっていないとタイマー予約び 
でさません。 


1 ' 
乂 - 3 

叫 


〇お好みの運転を選ぶ 


例：自動運乾の場合は自動運転ボタンを巧す。 


タイマ 


チャイルドロック (が巧し) 


を2回押しず約 I 切 I に合わせる 


パネル暖房切換えつまみを回し、時刻を合わせる 


時計を進めるときはちへ回し、 

ちどすとさは左へ回しまず。 

参「時」を合わせる 

1. パネル暖房切換えつまみを 
回して「時」を合わせる 

2. パネル暖房切換えつまみを 
押して決定する 


〈設をしたい時刻が午後9特20分の場合> 


吊巧 '* I f mm 

AM n.nn 
u—uu 


… mm I 阿 

し _ g 石日」^ Ls 百 d 


パネル暖房切換え 
つまみを押して 
み定する 


•「分」を合わせる 

1, パネル暖房切換えつまみを、ド石 

回して「分」を合わせる q-nn □••〕「！■► q - Pf ! 

2 . ノネル暖房切換えつまみを b J.uu lI pm 」•し l_l j [pm j - cu | 

押してミ夫定する ノ くネル暖房切換え 

(タイマーの設定:時間は つまみを巧して 

10分単位です） 決定する 

•タイマー予約時刻の設定を変更したい場合は4の手順か！5再度設定してくださし、。 
•タイマー予約を解除する時は運歷つまみを「切」にしてください。 

•タイマー予約時刻について 

電源プラグを抜いたり、停電した場合は現在の時刻を設定しなおしてください。 

• r 切タイマー」と r 入タイマー」は同時に使えません 


パネル暖房切換え 
つまみを巧して 
決疋する 


使いかた 
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使いかた 
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お手入れのしかた 


吸気フイルター/1週間に1回程度 

使用環境によりお手入れの回数を増やしてください 

巧れがひどくなるとヒーターオフ機能び働き、ヒーターへの通電が止 
まりまず。掃除機の吸い口で汚れを販い取ります。 

1吸気フイルタ— の気フィルタ- 

I をはずず -L 


をはずず 


2 掃除機の吸い口 , A * 

で巧れを吸い取0一 
るか水洗いずる r 哀;1; 

〇吸気フィルター 
〇を取り付ける ^ 


を 

国 


〇 



ti 泌 iBtai 

•ヒーターオフ機能が働いている場合は、 U セットボタンを押してください。 （8 ぺージ参照) 

タンク/毎曰 

水で洗ラ 

•水あかび取れにくいときは、タンクに中性洗剤を溶かしためるま湯を入れ、すすいで 
<ださい。 

•付属の給がタンク用お手入れブラシでミちれを落としてください。 

本体/1週間に1回程度 

よく絞ったふきんでふき取る 

•電源プラグを抜いて本体び冷曲てか S 行ってください。（運転停止後約3日分） 

♦めるま湯か薄めた中性洗剤に浸した柔らかい巧をかたく絞って Q 

巧れをふき取0、その後、水気や洗剤を十分ふ去取ってください。 

•ち図のようなものなどは使わないでください。 \/ T 妻[^1\ 

(変形、変色の原回こなりまず） 

•化学ぞラきんを使ラとさは、その注意書に従って<ださい。 

加湿温風吹出 □/ 1週間に1回程度 

•加湿温風吹出口に付いたホ]リを専用ブラシで取り除きます。ご使用繳よ水洗いし、専用ブラシ 
をよく乾燥させてください。（加湿温風吹出口用(ル)をご使用ください） 


お手入れ•保管•その他 


19 


お手入れのしかた 

I お手入れ I び点打したとを/2週間に1回程度 

•本体に水が給がされて、電源プラグを差し込んでいる場含は、ご使用の有無にかかわ 
5ず通電時間を記憶していますので、約2週間（一度、電源プラグを振いてを累積通電 
時間を記憶）たちますと、 「お手入れ 1 を点: ig させ、お手入れの時期をお知らせします。 

♦ I お手入巧 点灯中は、パネル暖房運転に変わります。 

1 運乾つまみを r 切 J にして、本体 

を冷ます （運転停止後、約3日分） 

2 ふたを開け、給水タンクを巧り出 給水グク—賽 

してか5、加湿トレーを巧く ^ 

3 加湿 トレーか 5 フィルター 押さえ ^ 

と加湿フィルターをはずし、加湿 

トレーに残った水を扫村< する ふた- 

•フ d - H 則(凹部)から排水してください。祗 I と結‘ 口し! U ミん 



加湿トレ • 


4 力 D 湿トレーとフイルター押さえ、 
加湿フイ ルターの お手入れをずる 

_(次ぺージ）_ 

5 加湿トレーに加湿フイルターと 
フィルター巧さえを取り付ける 


ふた- 

加湿トレー 
は成たを開 
け、給水夕 
ンクを取0 
出してか!5 
取り出しま 
ず。 


加湿フイルター 
フイルター巧さえ 


加湿トレー 




巨 

7 


本椒こ加湿トレー、給水タンクの順に取り巧け、ふたをずる 

•ち図のように取り付けてください。 


加湿暖房(弱） 


お手入れリ tz •ノト （ 3M し） 


を3超)押しする 


参 悟手入れ I が消灯します。 

• 運輯つまみが r 切」であることを確認して、 


加湿暖房願) 


おを入れリ它"ノトロ巧巧し) 


を3秒押しして < ださい。 


お手入れ•保管•その地 
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力日湿トレーとフイルター押さえ肤 
水洗いをして巧れを落とす 

•細部は綿棒や齒ブラシなどで巧れを落と 
します。 

♦加湿トレー■外側の水気はと 
ふさ取ってください。 


フイルター押さえ 



加湿トレー 


C 中性洗剤-クエン酸の使いかた） 

水またはめるま漏(約40むし^下)に 
入れてよく溶かしてください。 

中性洗剤の使用量 
水またはめるま漏(約 4 crcu (下） 

2 L あたり、中性洗剤2日 m し 

クエン酸の使用量 
水またはぬるま湯(約4日む!; TF ) 

3 L あたり、クエン酸2パック (20 旨)、 
または大さじすりきり2杯。 

•濃度び高いと部品破損の原因になりまず。 


参フ□ー トびはずれたときは 、\ JTL _ 

両側のンを巧にはめて取 •濃度か局いと部品破損の原因1しなり3 

り付けてください。 

广かあかび取れにくいときは ） 《つけ置き洗いの場合》 

•中性洗剤またはクエン酸を溶かしためる -っけちキ巧:ぃホスがちスゎァ 

ま湯に柔5かいな操して、柳をみき 1 

取ってください。 moi & m . 

仲性洗剤.クエン酸の使し佩たち記） 2 新しし、水でずずぎ洗し、をずる 

*が口っ . ,1 ij , 一ホ，生 I 、 ♦水を入れ替えて、2〜3回繰り 

加湿フイルターは、つけ置き巧い 返します。 

後、ずずき'洗いをする ♦クエン酸は、成分が残ると、 

•中性洗剤を溶かした水またはめるま湯に 驟黨発生ゃ故障の原因に 

加湿フイルターを入れてつけ置をミ先い J す9 D 

(約3日分)したあと、すすぎ洗いをしてく ' - 

ださい。（中性洗剤の使いかたち記） 

( 水あかび取れにくいときは） 

•クエン酸を溶かしためるま湯につけ置き洗い(約30分)したあと、すすぎ洗いをして 
ください。（クエン酸の使いかたち記） 


加湿フィルターの交換時期 

♦加湿フィルター交換の目安は1シーズン(約6か月） 
でずび、次のような場合は交換してください。 

お手入れしてちにおいびとれない、変色（黒、茶色） 
や巧れがひどい、白い固まりびとれない 
傷みや型<ずれびひどい（使い始めてずぐにホ巧を 
おびることがありますが異常ではありません） 

♦ちい加湿フイルターは不燃物として廃棄してください 


•规 iBia 

•クエン酸は、薬局*薬店で 
おホめになれます。 

♦クエン酸は、食品添加物で 
食品衛生上は無害ですび、 
幼児の手の届かないところ 
で保管してくださし、。 


お手入れ•保管•その他 
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故障かな？ 


な下の項目に従ってお調べください。 

直5ないときには必ず電源プラグを抜しでから、お買い上げの販売店に修理をご依頼くださ lA 


風量が少な<なつてをた 


部屋の湿度び上び！5ない 


においび出る 


こんなとさ 1 


ちよつとお調べください/処置 怎 1; 1 



煮気（蒸気）び出ない 

► 

この商品は、温風で気化させる加湿方式な 
ので漏気は見えません。 

23 



運乾しない 

► 

♦電源プラグびコンセントか5はずれていませ 
んか？ 

•1 お手入れ 1 が点灯していませ/0か。 

一2日ページの1〜7の手順にがってお手入れ 
する。 

20 


タンクに水が入っているの 


に給水が点打ずる 


♦吸気フイルターびほこりで目詰ま0してし、ま 
はんか？ 

吸気フィルターをお手入れする。 


20 


•部屋が適用床面積より広すぎませんか？ 
•換気をしていませんか？ 

♦床や壁の材質、または換気巧態によって異; 
ります。 

(フ□一 U ングや畳、じゅラたんの場合は 
湿度が上びりにくいことびあります） 


参加湿フイルターに水あかやごみび付着してい 
ませんか？ 

一加湿フイルターをお手入れする。 

参加湿トレーび巧れていたり、水が古くなって 
いませんか？ 

^加湿トレーをぉ手入れする。 

一お手入れをしてをにおいびするとをは、加 
湿フィルターを交換ずる。 


20 


参加湿トレーび確実に本体に入っていますか？ 
♦本体び傾いていませんか？ 

-安定した、平5なところに設置し直す。 


12 


Q&A (よくある質問) 


W 下の症げはが障ではありません。巧むしてご使用くださし、。 





湯気（蒸気）がでま 
せん。本当に加湿し 
てるの？ 

この製品は、かを满臆さゼ 
なので湯気(蒸気)は見えま 

く 加熱気化式> ( 

温風により、水び気化 
(加湿）する方式です。 

加湿トレーの水を加湿 
フイルターで 吸い上げ、 1 

温風で蒸発させて加湿 
します。 

:ない加熱気化式 
はん。 

麵 

6畳の部屋は暖まり 
まずか？ 

^量は最大100 0 W ですので暖める能力 
はあ0まずが、お使いの部屋の断熱条件や 
環境、気溫などにより暖まり方は異なりまず。 
住宅の構造により異なりまずので、詳しく 
は26ぺージをご参考にしてください。 

電気代はどれく6い 
かか t ) まずか？ 

1時間使用で約22円（觀込）でず。 
(10日0 W で使用時） 

24時間連続で使用 
してち良いでずか？ 

連続でご使用いただけまず。安全のため、 
人のいるところでご使巧ください。 

引越しして周波数の異な 
る地域でも使えまずか？ 

已 OHz 、60 Hz 共用となつていまず。 
そのままご使巧いただけまず。 

部屋がすぐ暖ま5な 
いのでずび？ 

パネルヒーター ご使用時はできるだけお 
部屋の気密性を高めてください。また、 

早くお部屋を暖めたいときは、他の暖房 
器具を併用してください。 

運乾していると、夕 
ンクおよびその周辺 
が熱いのでずが？ 

ヒーターの熱で、本体全体が暖まるとと 
もにタンクおよびその周辺の温度も上び 
りまず。異常ではありません。 

表术画面が暗くなつた 

お部屋の明るさによ0表示画面の明るさ 
を切換えまず。 
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仕様 


加湿機能は補助的な機能でず。 

室内の湿度び快適湿度になると、加湿フアンは運乾を停止します。 


安全装置（転倒オフスイッチ、過熱防止装置）が働<と通電を停止 
しまず。修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてくださし、。 

これ5の赃置をしても直らない場合や V この表政がの症状は、お買い上げの販売店にご 
相談ください。 


手動のワット設定が低くなつていませんか？ 
ーワット設定を局くする。 


14 


U セットボタンび働いていませんか？ 

一内部が異常高温になった時にヒーターオフ機能び勘を、 
ヒーターへの通電が止まります。 

一吸気フィルターの掃除を行い、 I 」セットボタン(ホ)を 
「カチッ」と音がするまで強く押して復帰させてくださし、。 


チャイルド□ツク （な—1 表示）がセツトされていまはんか？ 
一運転スイツチでは解徐でさないので、チヤイルド□ツク 
ボタンを3砂間長押しして I 解除する。 


19 


田一がか m ■一 M \ァ〜製品び異常のときは安全装置げはたらき、表示画面にエラ—表示が 
異ち訊知1しついこ出ます。おず電源プラグを抜しでか！5、 LU 下の項目をお調べください 



運拓つまみを 
『入』にしても 
本化び暖か< 
な5ない 


まみを f 入! 
にしてち i 覇ン 
プびつかない 


H 弓日の表示 

が出ている 


H 弓日©表示 

が出ている 


H 弓 S の表示 

び出ている 


u ID の表示 

び出ている 


. 本体を傾辭させたまま使っていませんか？ 

. 通電中やタイマー予辆中に本体を倒しませんでしたか？ 

一転倒オフスイッチび働いて通輩しない。安をした平らな 
床面に置いて、運転つまみを「入」にする。 

— 

-本がの周囲の温度び高くなっています。 

一運鼠つまみを「切」にし、本体を十分冷ましてから 
再ぴ通電する。 

20 

-本体の周ほの湿度び高くなっています。 

一運転つまみを「切」にし、本体を十分冷ましてから 
再び通電する。 

— 

. 通電中に電源プラグを巧き差ししませんでしたか？ 

-惇電びありませんでしたか？ 

一運転つまみを「切 J にし、再度「入」にする。 

タイマー予約をしていた場合は、再度設定し直す。 



表を 

ヒーター 

加湿フアン 

ミ肖費電力 

標準電気料金 

騒音 

加湿能力 
(室温2日む、 

湿度3日％) 

暖房運乾 

• 

— 

1000 w 四 
7已日 W g 
已〇 0 W 损 
2 OTW 替 

約22円 
約1日.日円 
約11円 
約己.己円 

— 

— 

自動運乾 

D 

n 

1000 W 

約22円 

4巨 d 8 

快適湿度に自動加湿 
(湿度己0%〜日日％) 

加湿暖房(強） 

D 

B 

1000 W 

約22円 

4目祀 

60 Hz : 320 mL/h 

已 OHz : 300 mL/h 


n 

n 

己0日 W 

約11円 

39服 

60 Hz :160 mL/h 

己 OHz ;1 50 mL/h 


1 

電源 

10 QV 〔已 0 HZ /60 HZ ) 

2 

消費電力 

1000 W 

3 

電力切誓 

1 000 W - 750 W - 500 W - 250 W (4 段階切り替え） 

4 

ヒータ 

シー ズヒーター 

5 

タンク容量 

約 3.0 L 

6 

つードな 

約2.0 m 

7 

本体寸法 

幅72 X 奥行34(本体 20) X 高さ60 ( cm ) 

8 

安全装置 

乾倒オフスイッチ•電流ヒューズ- 

温度過昇防止ヴーモスタット•温風ヴーミスタ 

9 

加湿能力 

弓虽 60 Hz : 320 ml/h 已 OHz : 300 ml/h 
弱 60 Hz : 160 ml/h 己 OHz :1己 Oml/h 

10 

暖房目安 

_ ± _ 


断熱材 

木造住宅 

コンク U —卜住宅 


なし 

約3畳/ 4.1 m まで 

約 4 畳まで/己 ,7m まで 

己 0 mm 

約 4.5受/7.1の’まで 

約 7 畳まで/ 1 日. 8m まで 

11 

如湿の目ち 

木造住宅（和室）プレ八ブ住宅（洋室） 


5畳旧が 8畳 （14( t 0 

12 

質量 

約13.0 k 居 


症が 


調べるところ•原因•巧 


12 
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保証と アフターサービス 

■保証書（別添付）について 

製品に添付しております保証書は販売店でお渡しします。お買い上げ日、販売店名 
などの記入を必ず確かめてくだごい。記載内容をよくお読みのあと保管してください。 

保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

ただし加湿フィルターは消耗品でずので、保証 
_期間巧でち保証対象がとさせていたださます。 

•保証書の記載巧容により修理いたしますので、お買上げの販売店または、お客様相談 
室にご依頼ください。詳細は保証書をご覧ください。 

•保証期間が過ぎてか6の修理については、お買い上げの販売店、または当社にご 
相談ください。お客さまの希望により有料修理いたします。 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-注意事項 
および通常使用に反して使用された場合の故障-事故は補な 
できません。必ず取扱説明書をよくお読みください。 

■補修用性能部品の保有期間について 

パネルヒーターの 補修 用 性能部品の保有期間は 
_製造巧切り後、目年でず。_ 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部吊でず。 


お受けしましたお客様の個人情報は当社個人情報保護方針に基づを適切に 
管理いたします。 

また、お客様の同意がない限り、業務委託をする場合及び法令に基づを必 
要と利断される場合を除さ、第兰ちへの開示は行ないません。 

く和用目的> 

お受けしました個人情報は、商品*サービスに関わるご相談-お問い合 
わせ及び修理対応のみを目的として使巧させていただきまず。尚、この 
目的のために当社(曰本エー•アイ‘シ ー( 株))及び関係尝社で上記個人情 
報を利巧することがお0ます。 

く業務委託の場合> 

上記目的の範囲巧で对応業務を委託する場含、委託先に対しては当社と 
同等の個人情報保護を実施させるととちに適切な管理*監督をいたします。 
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